
＼設備管理部門の方必見／

太陽光発電で電気料金を削減する

5つのチェックポイント
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エネルギーコスト削減と環境負荷軽減への取り組みの必要性

電気料金を含んだエネルギーコストは年々上昇傾向にあり、企業にとって大きな負担になっています。

また、石炭や石油を燃料とした発電によるCO2排出量の増加は、地球温暖化への原因の一つとして考えられています。

エネルギーコストを減少させる取り組みや深刻な環境問題への対応が、企業には求められています。

出典：資源エネルギー庁「電力・ガス小売全面自由化の進捗状況について」
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/078_03_00.pdf

エネルギーコスト及び環境負荷に関する現状

エネルギーコストの上昇

⚫ 電気料金の単価は、燃料費調整額と再エネ賦課金

により上昇傾向にある

⚫ 今後も燃料費の高騰により、エネルギーコストに

対する負担上昇が見込まれる

脱炭素社会に向けての政府の宣言

CO2排出量の上昇

⚫ エネルギー消費量の増加に伴い、 CO2排出量も

増加

⚫ 2022年には、CO2排出量は200億トンを超え、

今後も増加傾向にある

⚫ 政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体と

してゼロにするカーボンニュートラルを目指すこ

とを宣言

⚫ 環境問題に配慮した取り組みが企業にも求められ

るようになった
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上昇

＜電気料金の動向＞ ＜世界のエネルギー消費量とCO2排出量の推移＞
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出典:資源エネルギー庁 「令和5年度エネルギーに関する年次報告

(エネルギー白書2024) 」を元に作成
https://www.kepco.co.jp/corporate/report/enetabi/index.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/078_03_00.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/report/enetabi/index.html
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太陽光発電を導入することで、エネルギーコストやCO2排出量を削減することができます。

次項からは、導入、運用コストを最適化するために知っておきたい5つのポイントについて解説していきます。

3

太陽光発電で電気料金を削減する5つのチェックポイント

②補助金制度の活用①最適な設備の選定 ④最適なメンテナンス計画
⑤余剰電力の収益化と

蓄電池の活用

⚫ 補助金を活用して初期導

入コストを抑えることで、

導入費用の最適化を図る

⚫ 自社の使用量に見合った

最適な発電規模を設定し、

コスト削減を目指す

⚫ 長期保証や最適なメンテ

ナンス計画により、運用

コストを抑える

⚫ 余った電力を売電や蓄電

池で有効活用し、コスト

効率の最適化を図る

設備費用 工事費用 メンテナンス費用 売電収入

③工事費用を低減できる

事業者の選定

⚫ 工事のスケジュールや手

順を工夫し、効率よく作

業を進める等で、費用を

抑えられる事業者を選ぶ

太陽光発電で電気料金を削減する5つのチェックポイント

→ p.4 → p.5 → p.6 → p.7 → p.8
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太陽光発電を導入する際には、その規模や設備効率について、設置場所および企業の実際の電気使用量に合った形で検討することが重要です。

エネルギーコストを削減するためにも、まずは設置場所の面積と、導入を検討している工場や施設での電気使用量を把握することが必要です。

⚫ 施設の電気使用量から、導入すべき太陽光発電の規模を算出する

⚫ 設備が過大であると、太陽光発電で発電した電気を全量使いきれなくなる

⚫ 太陽光発電の余剰電力を有効活用できないと、コストメリットが出ない

（余剰電力の活用方法については、p.8にてご紹介）

自社の使用量に見合った最適な発電規模の検討太陽光発電に必要な設置面積

⚫ 事業者やサービスによって最適な設置面積は異なる

⚫ 当社サービスの場合、目安として900㎡以上（バスケットコート2面分）であ

れば、太陽光発電のコストメリットが出やすい

チェックポイント① :最適な設備の選定

4

朝 昼 夕 夜

消費電力

発電電力

設置面積目安：900m2

設置面積が小さいと
コストメリットが出にくい

設置面積が大きいと
コストメリットが大きい

コストメリット

採算ライン０

※図はイメージです

余剰電力量

工場や施設等の規模や消費電力量に応じて

最適な設置パネル容量にすることが重要

太陽光発電で供給
購入電力量
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太陽光発電システムの初期導入コストについては、国や自治体が支援する補助金制度を活用することで、費用負担を減らすことができます。

補助金制度を申請する際には、補助の対象となる条件や公募の期間について把握することが必要です。

また、補助金の申請には膨大な時間と労力がかかるため、申請フォローをしてくれる事業者を選定することが大切です。

5

補助金名 概要 補助対象 実施期間

ストレージパリティの達

成に向けた太陽光発電設

備等の価格低減促進事業

太陽光発電設備と蓄電池

を同時に導入する場合に

受けられる補助金

民間事業者・団体等
令和3年度～

令和7年度

設置場所の特性に応じた

再エネ導入・価格低減促

進事業

カーポートや営農地、た

め池等に設置する場合に

受けられる補助金

民間事業者・団体等 令和3年度～

令和7年度

地域レジリエンス・脱炭素

化を同時実現する公共施設

への自立・分散型エネルギ

ー設備等導入推進事業

避難施設等に指定されて

いる公共施設に再生可能

エネルギーを導入する場

合に受けられる補助金

地方公共団体
令和3年度～
令和7年度

太陽光発電
通常の負担額

太陽光発電
実際の負担額

補助金

負
担
額
を
軽
減

⚫ 補助金を活用することで太陽光発電の導入コストを削減することが可能

初期導入コストを抑える方法

⚫ 太陽光発電を導入する際、法人向けに様々な補助金制度が用意されている

⚫ 主に環境省や経済産業省が補助金を支援しており、公募を実施

代表的な補助金制度

チェックポイント②:補助金制度の活用

補助金一覧はこちらをご確認ください。

https://sol.kepco.jp/useful/taiyoko/w/taiyokopaneru_hojokin/


Copyright © 1995-2024 KEPCO THE KANSAI ELECTRIC POWER CO., INC. All Rights Reserved.

工期や工程の工夫により工事費用をより低減できる事業者を選びましょう。

ただし、費用を抑えられる場合でも工事品質を確保できるかを確認することが必要です。

6

⚫ 工事費用は、事業者によって割引プランがある場合もあり、確認することが重要

工事費用の低減方法

⚫ 工事費用を抑えながら、工事品質を確保できるよう、下記を確認することが重要

工事品質の確認

確認項目 確認ポイント

パネル設置工事

の確認

安全対策
屋根作業時の親綱設置や端部離隔等（屋根端から2

～3m以上）安全性を確保しているか

荷上げ
クレーンを使用した資材運搬が効率的に行われてい

るか、回数や時間を明確に計画しているか

設置作業
パネル固定が屋根や地域の条件に応じた最適な方法

であるか

電気工事の確認

配線の整理 ケーブルラックを活用し、配線が整理されているか

機器設置
パワーコンディショナーやダウントランスが効率的な

位置(受電キュービクルの近く)に設置されているか

停電工事

停電作業が適切な日程・時間帯、作業範囲にて計画

され、お客さまの設備との接続が規定に基づいて行

われているか

チェックポイント③:工事費用を低減できる事業者の選定

同時期にまとめて工事することで費用を低減

＜工事費用低減の具体例＞

- 施工会社が工期や工程を最適化することで、工事費用を低減

- 周辺エリアで太陽光発電を導入する他企業と同時期に工事を実施すること

で、費用を低減

A社 B社 C社
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太陽光発電システムを導入するにあたり、メンテナンスの計画が非常に重要になります。

メンテナンスの頻度が適切でないと、発電効率の悪化や故障発生のリスクが増大し、結果的により大きな企業の負担につながります。

メンテナンスに関するサポート体制が充実している事業者を選定することが、コスト削減の鍵となります。

7

⚫ メンテナンスを怠ると、発電効率の悪化や、修理の実施により、さらにコスト

がかかる

⚫ 発電性を維持し、故障や不具合を防ぐためにも、こまめな掃除・外観確認や、

専門業者による定期的な点検・メンテンナンスが重要

定期的な点検・メンテナンスの重要性について

⚫ 費用のかかるメンテナンスを極力減らすため、常時遠隔監視を行う

⚫ 甚大な故障となる前に、異常時に緊急対応できる事業者を選ぶ

メンテナンスの費用を抑える方法

＜メンテナンス費用を抑えるサポート体制の例＞

連絡窓口

異常発生時の迅速な対応を可能にするため、連絡体制表を整備。平

日・休日・夜間を問わず、トラブルに対応できる窓口を設置。

遠隔監視

監視システムを用いて、発電量や受電量、外気温、日射量などを24

時間365日体制で監視。異常が検知されると通知。

異常時の対応

平日は24時間体制で対応を実施し、異常時は土日も対応可能。修理

については、自社基準に基づき適切に対応。

チェックポイント④:最適なメンテナンス計画

定期的に掃除・点検

発電量のチェックで

異常を即座に発見

- 砂や鳥のフンなどの汚れの蓄積

- 風で飛んできた木の枝や小石等でパネル

が破損

- ホットスポット（内部配線の腐食、表面

のひび割れや汚れ等が原因で、太陽光パ

ネルの一部分が発熱する現象）の発生

発電効率の悪化や故障が生じる要因 定期的なメンテナンスが重要
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太陽光発電で発電した電力の活用を工夫することで、エネルギーコストを減らすことができます。

発電した電力が余剰にある場合は、その電力は売電という形で電力会社に売却することができます。

さらに、蓄電池を活用することにより、再エネ率が向上し、エネルギーコストを抑えることにつながります。

8

活用内容 内容

売電
余剰電力を電力会社に売却することで収益を得るこ

とができる。

蓄電池の活用

（再エネ率の向上）

エネルギー

コストの削減

昼間に発電した電力を蓄電池に蓄え、夜間や天候不

良時に使用することが可能。これによって、再エネ

率が向上し、電力の購入量を削減できる。

脱炭素の促進

余剰電力を蓄電池に充電し、太陽光が発電していな

い時間帯の需要に充てることで、再エネ率が向上し、

脱炭素の促進につながる。

他地点で使用
稼働日などの影響で、自家消費しきれない発電分を、

自社の他工場やグループ企業で使用できる。

余剰分

消費分

発電状況

売電

蓄電池の活用

余剰電力の活用例

他地点で使用

余剰電力の活用

⚫ 売電や蓄電池の活用によって、エネルギーコストの削減や緊急時の電源として

活用することが可能

売電や蓄電池の活用例について

チェックポイント⑤:余剰電力の収益化と蓄電池の活用

⚫ 余剰電力の活用方法として、売電や蓄電池の活用、他地点での使用等がある
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当社では、法人のお客さま向けに、「太陽光発電オンサイトサービス」を提供しております。

当サービスは太陽光発電で発電した電気をご使用いただくことで、脱炭素・コスト削減につながるサービスです。

初期費用ゼロで、導入時の工事から導入後の運用・メンテナンスまで、ワンストップでおまかせいただけます。

9

コスト削減

⚫ 初期費用ゼロ

⚫ 電気料金の削減が期待できます

脱炭素

⚫ 太陽光発電で発電したCO2フリーの電気を自社で使用

するため、脱炭素につながります

サポート

⚫ 工事から運用、メンテナンスまでまるっとおまかせ

当社の太陽光発電オンサイトサービスの概要と効果

太陽光発電オンサイトサービスのご紹介

CO2発電した電気はお客さま

がご使用。余った電気は

関西電力が買取も可能

太陽光発電の設置・
運用・メンテナンス

サービス料金

お客さま 関西電力グループ

当社グループが太陽光発電を

ワンストップでご提供
1

2

毎月の発電量に応じて

サービス料金をお支払
3
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当社webサイトにて太陽光発電オンサイトサービスによる、概算の年間CO₂削減量と年間電気料金削減額をご確認いただけます。

3つの質問に回答するだけの10秒シミュレーションと、より詳しい試算が可能な詳細シミュレーションをご用意しております。

ぜひご活用ください！
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⚫ 都道府県・設置検討面積・建物の稼働頻度の３つを入力するだけ

10秒シミュレーション 詳細シミュレーション

太陽光発電オンサイトサービスによる効果シミュレーション

⚫ 月別の電気ご使用量などの情報を入力いただくことで、詳細なシミュレーシ

ョンを実施可能

10秒シミュレーションはこちら 詳細シミュレーションはこちら

https://sol.kepco.jp/taiyoko/#cost
https://sol.kepco.jp/taiyoko/simu/


お問い合わせ

太陽光発電オンサイトサービスについて

詳細は公式HPへ お問い合わせページへ

お問い合わせについて

関西電力では企業の脱炭素化をトータルサポートしております。

太陽光発電オンサイトサービスに関する詳細や、お問い合わせは、下記リンクをご活用ください。

https://sol.kepco.jp/taiyoko02/
https://sol.kepco.jp/taiyoko/contact/
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